
専門紙・誌の視点（各社の取材から）

観
光
経
済
新
聞

塗
料
報
知

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン

農
村
ニ
ュ
ー
ス

宿
泊
増
へ「
ト
レ
イ
ル
」を
整
備

林
業
の
人
材
確
保
へ
取
り
組
み

移
住
定
住
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

活
気
呼
ぶ
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト

　専門紙・誌４社共同キャンペーン「地域から元気を　地方創生が生み出す未来」

（７） 第３１３９号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）８月２２日（月曜日）

市内に整備されたウォーキングコース「栗
原山麓ジオトレイル」

　
栗
原
市
の
観
光
名
所
で
ま
ず

挙
が
る
の
が
栗
駒
山
と
伊
豆
沼

・
内
沼
だ
。

　
栗
駒
山
は
栗
駒
国
定
公
園
の

主
峰
で
標
高
１
６
２
６
㍍
。
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
経
験
に

応
じ
て
楽
し
め
る
９
本
の
登
山

コ
ー
ス
が
あ
り
、
四
季
折
々
に

楽
し
め
る
が
、
特
に
お
す
す
め

な
の
が
秋
の
紅
葉
の
時
期
（
９

月
下
旬
～

月
中
旬
）
。
一
望

す
る
景
色
は
、
日
本
一
の
山
岳

紅
葉
「
神
の
じ
ゅ
う
た
ん
」
と

称
さ
れ
る
ほ
ど
。

　
伊
豆
沼
・
内

沼
は
１
９
８
５

年
に
登
録
さ
れ

た
国
内
２
番
目
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
。
日
本
一
の
マ

ガ
ン
の
飛
来
地
で
、
そ
の
飛
び

立
つ
音
は
環
境
省
の
「
残
し
た

い
〝
日
本
の
音
風
景
１
０
０

選
〟
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。
数

万
羽
の
マ
ガ
ン
が
朝
、
日
の
出

と
と
も
に
一
斉
に
餌
場
を
目
指

す
「
飛
び
立
ち
」
や
、
日
没
と

同
時
に
沼
に
戻
る
「
ね
ぐ
ら
入

り
」
の
風
景
が
圧
巻
だ
。

　
２
０
０
８
年
に
岩
手
・
宮
城

内
陸
地
震
、

年
に
東
日
本
大

震
災
と
、
立
て
続
け
に
大
き
な

地
震
に
見
舞
わ
れ
た
同
市
一
帯

は
「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」

と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も

認
定
さ
れ
て
い
る
。
山
麓
の
大

規
模
な
地
滑
り
跡
は
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
地
球
の
鼓
動
を
感
じ
さ

せ
る
と
と
も
に
、
人
々
の
自
然

災
害
へ
の
向
き
合
い
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。

　

町
村
が
合
併
し
て
で
き
た

同
市
だ
け
に
、
伝
統
の
祭
事
も

多
い
。
３
０
０
年
の
歴
史
を
誇

る
「
く
り
こ
ま
山
車
ま
つ
り
」

は
華
や
か
な
山
車
と
踊
り
の
パ

レ
ー
ド
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
、

一
昨
年
と
中
止
に
な
っ
た
が
、

こ
の
夏
（
７
月

、

日
）
、

３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

　
年
間
観
光
客
数
は
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
の
前
年
（

年
）

に
１
９
１
万
人
。
翌
年
、
地
震

で

万
人
に
落
ち
込
み
、

年

に
１
１
３
万
人
ま
で
回
復
し
た

が
、
震
災
で

年
、
過
去
最
低

の

万
人
ま
で
再
び
落
ち
込
ん

だ
。

　
市
は
入
り
込
み
を

年
の
水

準
に
戻
す
と
と
も
に
、
大
台
の

２
０
０
万
人
を
目
指
そ
う
と
大

規
模
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
を

展
開
。

年
に
目
標
の
２
０
０

万
人
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で

年
１
３
６
万

人
、
昨
年
も
１
３
１
万
人
と
三

た
び
落
ち
込
み
を
見
せ
て
い

る
。
現
在
は
前
回
の
目
標
を
さ

ら
に
上
回
る
２
２
０
万
人
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　
同
市
が
観
光
客
数
以
上
に
重

き
を
置
く
の
が
宿
泊
客
数
だ
。

県
全
体
の
観
光
客
数
に
対
す
る

宿
泊
客
数
の
割
合
が
約

％
。

こ
れ
に
対
し
て
同
市
は
４
～
５

％
と
極
端
に
少
な
い
。
地
震
前

に
到
達
し
て
い
た
９
～

％
を

現
在
、
目
指
し
て
い
る
。

　
施
策
の
一
つ
が
市
内
で
の
長

期
滞
在
に
つ
な
が
る
「
栗
駒
山

麓
ジ
オ
ト
レ
イ
ル
」
の
整
備
。

市
内
の
林
道
、
農
道
な
ど
を
活

用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

で
、
ガ
イ
ド
や
宿
泊
施
設
の
館

主
の
案
内
で
観

光
客
に
巡
っ
て

も
ら
う
。

　
「
力
を
入
れ

た
い
の
が
人
の

育
成
。
お
客
さ

ま
に
個
性
的
、

魅
力
的
な
人
と

触
れ
合
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
人

の
フ
ァ
ン
、
さ

ら
に
は
栗
原
市

全
体
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た

だ
く
。
交
流
人

口
、
関
係
人
口
の
拡
大
に
き
っ

と
つ
な
が
る
は
ず
だ
」
（
栗
原

市
商
工
観
光
部
田
園
観
光
課
課

長
補
佐
・
菅
原
直
人
さ
ん
）
。

　
市
で
は
今
年
度
か
ら

年
度

ま
で
の
新
た
な
５
カ
年
の
観
光

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
始
動
さ
せ

た
。
テ
ー
マ
は
「
次
代
に
つ
な

ぐ
良
好
な
地
域
環
境
づ
く
り
」。

「
コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
共

創
）
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
行
政
と
民
間
が
対
等
の
立
場

で
、
同
じ
夢
を
持
っ
て
今
で
き

る
こ
と
を
進
め
て
い
る
」
と
い

う
。

　
「
楽
し
い
人
、
魅
力
的
な
景

色
、
お
い
し
い
食
べ
物
が
た
く

さ
ん
あ
る
栗
原

市
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
い
た
だ

き
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
堪
能
い

た
だ
き
た
い
」（
菅
原
さ
ん
）。

宮城県の林業活性化に向け人材育成などが進めら
れている

　

万
㌶
と
宮
城
県
内
の
市
町

村
で
２
番
目
の
森
林
面
積
を
持

ち
、
特
に
民
有
林
で
は
、
県
内

ト
ッ
プ
の
面
積
を
誇
る
栗
原

市
。
さ
ら
に
宮
城
県
全
体
に
目

を
広
げ
る
と
県
土
の
約
６
割
が

森
林
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
林
業

は
重
要
な
産
業
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
方
で
、
林
業
に
お
い
て
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
、人
材
確
保
だ
。こ
の
た
め
、

全
国
各
地
で
就
業
環
境
の
改
善

や
就
業
し
や
す
い
よ
う
研
修
制

度
の
実
施
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
宮
城
県
内
に
お
け
る
そ
う
し

た
取
り
組
み
の
実
施
主
体
と
し

て
、
令
和
２
年
に
立
ち
上
げ
ら

れ
た
の
が
、
「
み
や
ぎ
森
林
・

林
業
未
来
創
造
機
構
」
だ
。
同

機
構
は
若
い
世
代
が
魅
力
に
感

じ
る
森
林
・
林
業
の
創
造
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
創
設
。

宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会
や
宮

城
県
林
業
経
営
者
協
会
な
ど
の

団
体
の
ほ
か
、
宮
城
県
、
市
町

村
、
学
識
経
験
者
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
関
係
者
が
参
加
し

て
い
る
。

　
機
構
で
は
目
指
す
姿
を
「
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
森
林
・
林
業
」

と
設
定
。
そ
の
上
で
、
林
業
の

就
業
環
境
向
上
と
そ
の
た
め
の

経
営
強
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
四

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
政
や

各
団
体
の
施
策
と
連
動
さ
せ
な

が
ら
推
進
し
て
い
る
。
四
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
①
林
業

担
い
手
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
②
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
森
林
再
生

循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
④
経
営
強

化
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
―
だ
。
具
体
的
に
見

て
み
る
と
、
①
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
推
進
を
基
本
に
し
て
、
就

業
環
境
の
向
上
や
経
営
強
化
、

社
会
課
題
へ
の
積
極
的
な
対
応

な
ど
、
林
業
の
産
業
力
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
広
げ
て
い

く
。
ま
た
、
②
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
森
林
の
調
査
や
資

源
管
理
、
生
産
流
通
な
ど
「
ス

マ
ー
ト
林
業
」
の
推
進
や
労
働

強
度
の
軽
減
を
図
る
革
新
的
な

技
術
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組

み
を
広
げ
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

と
も
に
同
機
構
が
人
材
の
確
保

・
育
成
の
柱
と
し
て
今
年
４
月

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
、

「
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創

造
カ
レ
ッ
ジ
」
だ
。
カ
レ
ッ
ジ

は
同
機
構
が
中
心
と
な
り
宮
城

県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
が

事
務
局
と
な
っ
て
運
営
を
実

施
。
セ
ン
タ
ー
に
拠
点
を
置
き

つ
つ
も
県
内
の
事
業
体
や
市
町

村
と
も
連
携
し
て
、
そ
の
事
業

地
や
市
町
村
有
林
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
て
各
地
で
実
習
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
カ
レ
ッ
ジ
は
森
林
・
林
業
分

野
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
担
い

手
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
林
業

を「
持
続
可
能
な
循
環
型
産
業
」

「
地
域
活
力
を
生
み
出
す
森
林

活
用
型
産
業
」
へ
と
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
立
ち
上

げ
ら
れ
た
。
ま

た
、
「
働
き
な

が
ら
学
ぶ
」
こ

と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
現
場

の
技
術
者
か
ら

事
業
体
の
経
営

者
ま
で
を
対
象

に
し
た
、
学
び

直
し
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
・
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の

機
会
を
提
供
し

て
い
る
ほ
か
、

新
規
就
業
者
向

け
の
研
修
な
ど

も
用
意
し
て
い

る
。

　
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

①
森
林
テ
ク
ノ
ワ
ー
カ
ー
（
林

業
技
術
者
）
コ
ー
ス
②
森
林
経

営
管
理
技
術
者
養
成
コ
ー
ス
③

森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
事
業
管

理
者
）
コ
ー
ス
④
森
林
・
林
業

事
業
経
営
（
経
営
者
）
コ
ー
ス

⑤
森
林
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
⑥
先

進
課
題
研
修
コ
ー
ス
―
の
六

つ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
山
仕
事
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
研
修
」
「
高
性
能
林
業
機
械

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
者
養
成
研

修
」
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

養
成
研
修
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
メ
ニ
ュ
ー

ご
と
に
選
択
し

受
講
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

栗
原
市
の
移
住
定
住
サ
イ
ト
「
き
て
み
ら

い
ん
　
く
ら
し
た
い
栗
原
」
で
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
を
検
索
で
き
る

日本の伝統色で塗装されたシャッター

　
宮
城
県
栗
原
市
栗
駒
岩
ケ
崎

は
、古
く
か
ら
馬
の
産
地
・
集
積

地
と
し
て
栄
え
た
城
下
町
で
、

奥
州
国
道
筋
の
要
駅
と
し
て
武

士
や
商
人
が
集
ま
る
市
場
町
で

あ
っ
た
。
戦
後
は
細
倉
鉱
山
の

活
況
で
栄
え
た
六
日
町
通
り
商

店
街
は
、
人
口
減
や
後
継
者
難

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
じ
て
い
る

店
舗
が
少
な
く
な
い
。し
か
し
、

近
年
で
は
そ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が

開
き
、
個
性
的
な
店
舗
が
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
。
カ
フ
ェ
や

書
店
、
文
具
、
ジ
ー
ン
ズ
、
ネ

コ
を
テ
ー
マ
に

し
た
雑
貨
、
ア

ウ
ト
ド
ア
用
品

な
ど
の
店
が
点
在
し
、
そ
の
多

く
は
移
住
者
が
開
い
た
。

　
さ
ら
に
活
気
を
取
り
戻
す
た

め
、
と
の
こ
と
で
、
２
０
２
０

年
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
を
企

画
。
閉
店
時
で
も
に
ぎ
や
か
感

が
出
る
工
夫
を
凝
ら
し
、
買
い

物
客
や
観
光
客
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
い
う
考
え
だ
。

　
実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
み
る

と
、
閉
じ
て
い
る
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
柔
ら
か
い
色
調
で
塗
装
さ
れ

て
い
る
が
、
ア
ー
ト
の
よ
う
な

イ
ラ
ス
ト
類
は
描
か
れ
て
い
な

い
。
六
日
町
合
同
会
社
の
杉
浦

風
ノ
介
氏
は
、
「
絵
を
描
く
と

人
に
よ
っ
て
好
き
嫌
い
が
出
る

し
、
飽
き
が
く
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
」
と
し
て
、
日
本
の
伝

統
色
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
彩
り
、

伝
統
色
名
（
塗
装
色
）
を
書
き

込
む
こ
と
と
し
た
。

　
地
元
の
岩
ケ
崎
高
校
美
術
部

の
生
徒
ら
が
塗
装
を
実
施
。
春

夏
秋
冬
に
エ
リ
ア
を
分
け
、
使

用
す
る
伝
統
色
は
生
徒
た
ち
が

選
ん
だ
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
、

塗
っ
た
色
の
名
前
も
書
き
込
む

予
定
。

　
杏
色
、
乙
女
色
、
薄
紅
、
紅

梅
色
、
藤
紫
、
縹
色
、
藍
色
、

山
吹
色
、花
葉
色
、鳥
の
子
色
、

砥
粉
色
、
紅
葉
色
、
掛
空
色
、

大
和
柿
、空
色
、浅
縹
、白
群
、

雪
色
、
白
緑
等
々
。
四
季
を
表

現
し
た
伝
統
色
で
彩
ら
れ
た
シ

ャ
ッ
タ
ー
は
、
地
元
商
店
街
の

人
か
ら
も
「
き
れ
い
だ
」
と
好

評
と
の
こ
と
だ
。

　
今
後
、
伝
統
色
名
を
書
き
込

む
が
、
素
地
に
凹
凸
が
あ
り
、

開
け
閉
め
す
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
文
字
が
ゆ
が
ま
な
い
よ
う

工
夫
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
六
日
町
合
同
会
社
に
関
わ

り
、
商
店
街
の
一
角
に
あ
る

「
六
日
町
ナ
マ
ケ
モ
ノ
書
店
」

の
千
田
昭
子
氏
の
話
で
は
「
塗

装
し
た
生
徒
の
中
に
は
、
こ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お
店
を

開
き
た
い
と
希
望
を
語
る
子
も

い
る
」
と
い
う
。
塗
装
を
通
じ

て
商
店
街
へ
の
関
心
が
若
い
人

た
ち
に
芽
生
え
た
よ
う
だ
。

　
街
歩
き
で
、
六
日
町
通
り
商

店
街
の
近
く
で
昔
な
が
ら
の
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
を
発
見
し
た
。

商
店
街
の
菓
子
店
が
個
人
で
所

有
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
い

す
ゞ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

型
と
呼
ば
れ
る

全
輪
駆
動
バ
ス
で
、
山
間
の
温

泉
で
使
用
し
て
い
た
車
両
を
譲

り
受
け
て
レ
ス
ト
ア
し
た
。
車

体
塗
装
が
美
し
い
バ
ス
は
動
態

保
存
さ
れ
て
お
り
、
各
地
の
イ

ベ
ン
ト
で
今
も

活
躍
し
て
い

る
。

　
栗
原
市
の
平
成

年
の
人
口

は
７
万
４
９
３
２
人
と
、
昭
和


年
か
ら
の

年
間
で

％
減

少
し
た
。
特
に
高
度
成
長
期
に

首
都
圏
な
ど
へ
の
人
口
流
出
が

進
み
、
そ
の
後
も
社
会
減
が
続

き
、
単
身
世
帯
を
含
め
核
家
族

化
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
平
成

年
に

策
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
（
平
成


年
度
～
令
和
３
年
度
）
に
お
い

て
基
本
目
標
の
一
つ
と
し
て
掲

げ
た
の
が
「
若
者
の
首
都
圏
お

よ
び
仙
台
圏
へ

の
人
口
流
出
を

抑
制
す
る
と
と

も
に
移
住
し
た
く
な
る
ま
ち
を

創
る
」
こ
と
。
目
標
と
し
て
、

社
会
減
数
を
令
和
３
年
に
年
間

２
０
０
人
以
内
（
平
成

年
は

同
３
６
６
人
）
、
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

定
住
者
を
７
年
間
で
１
０
０
世

帯
と
し
た
。

　
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
一
つ
が
「
民
間

等
が
保
有
す
る
資
産
を
活
用
し

た
移
住
促
進
」
、
つ
ま
り
空
き

家
活
用
だ
。
良
好
な
状
態
で
空

き
家
と
な
っ
て
い
る
物
件
を
移

住
希
望
者
向
け
に
活
用
す
る
た

め
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

所
有
者
と
利
用
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
促
進
す
る
た
め
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
な
ど
、
各
種
の
支
援

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
「
住
ま

い
る
栗
原
　
ホ
ー
ム
サ
ー
チ
事

業
」
は
、
空
き
家
所
有
者
が
売

買
・
賃
貸
の
情
報
を
登
録
、
利

用
者
に
対
し
て
そ
の
情
報
発
信

や
所
有
者
紹
介
な
ど
を
行
う
制

度
。
実
際
の
交
渉
や
契
約
は
当

事
者
間
で
行
う
。
計
画
当
初
の

目
標
は
常
時
登
録
物
件
数

件

で
あ
っ
た
が
、
現
在

物
件
が

登
録
さ
れ
る
ま
で
に
広
が
っ
て

い
る
。
成
約
実
績
も
令
和
４
年

３
月
末
ま
で
の
累
計
で

件
に

及
ぶ
。

　
ま
た
、近
年
、農
あ
る
暮
ら
し

を
求
め
て
田
舎
へ
移
住
す
る
人

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農

地
取
得
の
支
援
策
も
行
っ
た
。

　
従
来
、
農
地
を
取
得
す
る
た

め
に
は

㌃
以
上
の
面
積
が
必

要
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
８
年

か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
空
き
家
と
、
そ
こ
に
付
属

す
る
農
地
を
セ
ッ
ト
で
権
利
取

得
す
る
場
合
、
下
限
面
積
要
件

を
０
・
１
㌃
ま
で
引
き
下
げ
た

も
の
。
栗
原
市
に
移
住
・
定
住

し
て
農
業
を
始
め
た
人
が
農
地

を
取
得
し
や
す
く
す
る
こ
と
が

狙
い
だ
。

　
一
方
、
空
き
家
取
得
を
後
押

し
す
る
た
め
の
支
援
事
業
も
充

実
さ
せ
て
い
る
。
「
住
ま
い
る

栗
原
　
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
」
は
、
「
住
ま
い
る
栗

原
　
ホ
ー
ム
サ
ー
チ
事
業
」
を

利
用
し
て
空
き
家
を
購
入
、
ま

た
は
３
年
以
上
借
り
る
場
合

に
、
そ
の
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
費
を
助
成
す
る
も
の
。

対
象
経
費
は
リ
フ
ォ
ー
ム
後
に

居
住
用
部
分
が
延
べ
床
面
積
の

２
分
の
１
以
上
で
、

平
方
㍍

以
上
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費

で
、
そ
の
対
象

経
費
か
合
計
額

か
ら
他
制
度
の

補
助
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
額

の
２
分
の
１
の

額
、
上
限

万

円
を
補
助
す

る
。

　
空
き
家
に
限

る
支
援
で
は
な

い
が
、
移
住
定

住
に
関
す
る
補

助
金
・
助
成
金

と
し
て
、
市
内

へ
の
転
入
者
が

住
宅
を
取
得
し

た
場
合
、
借
入
金
の
一
部
を
補

助
す
る
「
若
者
定
住
促
進
助
成

事
業
補
助
金
」
、
ま
た
、
遠
距

離
通
勤
を
始
め
た
新
規
学
卒
者

・
転
入
者
に
対
し
て
遠
距
離
通

勤
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
「
若
者
遠
距
離
通
勤
支

援
事
業
」な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
住
相
談
を
進
め
る

中
で
関
心
を
持
っ
た
人
は
「
お

た
め
し
移
住
生
活
体
験
」
を
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
幅
広
い
取
り
組
み

に
よ
り
、
市
外
か
ら
の
移
住
者

実
績
は
２
８
１
組
７
２
７
人

（
令
和
４
年
３
月
末
時
点
）と
、

総
合
戦
略
で
策
定
し
た
目
標
を

大
き
く
上
回
る

成
果
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。


